












2,000 件ずつ増えて、2007 年には、2,000 件、2008

















加し、2002 年には、2.03（28 万 9836 組）と戦後最高
となった。しかし、その後数年間は減少し続け、2.0






5 ～ 9 年が最多で 24％、2 ～ 4 年は 22％と続き、次い
で 20 年以上も 5.4％と多い。2 年未満は 5％と続く。

























ためでは」と分析している。この事件は、20 年 7 月、









レクト（放任）が 3 割強、心理的虐待が 2 割、性的虐















２０００年度と比べると、全体で約 3 倍、高齢者は約 4
倍に増加している。
　中日新聞（20.8.2）によると、岐阜県でも、誰に
も看取られず亡くなった人は、200 年には 550 人で、
前年度の .4 倍となり、過去最高となった。そのうち、
65 歳以上の高齢者は 44 人で全体の 75％となってい
















　2030 年の将来推計では、核家族世帯が 5.4％と 5.4
ポイント減少する。内訳でみると、夫婦のみが 9.2％






表 2-1　家族類型別一般世帯数の将来推計：2005 ～ 30 年








2009 年において、2,03 万世帯（前年度 ,978 万世帯）



























ており、980 年には合わせて 3 割弱（内訳　8.5%+ 
9.6% ＝ 28.%）であったものが、2004 年には過半




は高くなる傾向にあり、65 ～ 69 歳では男性が 39.6％、











いてみると、947 年に戦後最高の 2 となり、その後
960 年代に 8.0 まで落ち込んだが、増加して、972















歳時点での未婚率、200 年）は 9.4％と 20％弱と増
























































ぞれ 2 位、3 位と多い。女性では、これらの項目は、そ
れぞれ 24% で 5 位、2% で 7 位となっている。
　また、結婚生活を送っていく上で不安に思っているこ
とについて（7）、男女全体では、「経済的に十分な生活
ができるかどうか」が 56% で  位、「配偶者と心が通わ
なくなる」49%、「配偶者の親族とのつき合い」46% と
なる。「経済的に十分な生活ができるかどうか」が、男


























についてみると、男性の年収を 300 万未満、400 万未












































用で、それぞれ、20 代で、4％、40％と 3 倍弱、30










低く、正社員の半分しかない。たとえば、20 ～ 24 歳では、
正社員の 2% にたいして、非正社員は 6% 弱、25 ～
30 歳では、それぞれ 35% にたいし 5%、30 ～ 34 歳
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